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漢字・チューノム研究所と
ベトナムの漢字・チューノム遺産の
収集・保管・研究・開発・普及
The Institute of Han-Nom Studies : Its Function and Task
チュー・トゥエット・ラン Chu Tuyết  Lan
（ベトナム「漢字・チューノム研究所」情報・資料・図書室長）
　漢字・チューノム研究所は、政府評議会の決定326号（1979年9月13日）により、ベトナム社会
科学委員会に属していた漢字・チューノム委員会（1970-1979年）を基礎に成立した。政府の議定
26号（2004年１月15日）の中で、ベトナム国家人文社会科学センター（以前の社会科学院）に属すこと
が再確認された。
1. 漢字・チューノム研究所の組織機構
　研究所には現在66名の所員がいる。その内訳は、教授1名、助教授5名、学術博士1名、博士
15名、高級研究員6名、修士7名などであり、以下のように配置されている。
執行部：所長と副所長
各研究室
　・漢字・チューノム文字研究室
　・地域と民族の漢字・チューノム研究室
　・漢字・チューノム文書研究室
　・漢字・チューノム書籍研究室
　・漢字・チューノム応用研究室
　・漢字・チューノム碑文研究室
各研究支援室
　・漢字・チューノム書籍保管室
　・漢字・チューノム書籍収集室
　・漢字・チューノム情報工学応用室
　・情報・資料・図書室
　・総務室
漢字・チューノム研究所とベトナムの漢字・チューノム遺産の収集・保管・研究・開発・普及（チュ ・ートゥエット・ラン）
127
雑誌『漢字・チューノム』
　・編集部：編集長と副編集長
　・雑誌編集室
2．漢字・チューノム研究所の機能と任務
　ベトナム民族の国家建設と国家防衛の歴史は、現在と未来の世代にきわめて豊富な物質的・
精神的文化遺産を残した。それは、漢字とチューノムによって書かれた書籍や資料を含む漢字・
チューノムの遺産である。この豊富で膨大な成文文化遺産は、国家建設と国家防衛の全過程にお
けるベトナム民族大家族の歴史と文化を反映している。数千年の文献の現身として、ベトナムの
漢字・チューノム遺産（国内外の蔵書を含む）は、過去のベトナムについて理解をする上で特に価値
を有する一次資料となっている。
　漢字・チューノム研究所は、歴史の中でベトナムの国土・人間・社会を研究しようとする人な
ら誰もが読まなければならない特別な価値を有す一次資料である漢字・チューノム遺産の収集・
保管・研究をする機能と任務をもつ専門研究所である。
　最近の集計によれば、漢字・チューノム研究所は、現在、11世紀の李朝期から20世紀の阮朝
期までの、2万点以上の漢字・チューノムの書籍（その中にはタイー、ヌン、ザオなどの少数民族のチューノ
ム資料も含む）、石碑・鐘・磬・額などに刻まれた４万8000点以上の漢字・チューノムの碑文拓本
（その中にはチャンパの碑文拓本も含む）を所蔵している。毎年、漢字・チューノム研究所は全国各地に
所員を派遣して漢字・チューノム資料の収集にあたらせる計画を立てている。そのため本稿での
資料所蔵に関する情報は確定した数字ではなく、年ごとに変化するものである。そのほかに、漢
字・チューノム研究所は約2万点の版木、2万3000点以上の単行本・雑誌・参考図書（ベトナム語
や英語、フランス語、中国語、ロシア語などの他の言語で印刷されたもの）も所蔵している。
　特別に価値のある一次資料を所蔵する場所として、漢字・チューノム研究所はベトナム全土
で最大の漢字・チューノム遺産の保存と開発研究のセンターとして見られている。しかしなが
ら、漢字・チューノム研究所以外の他の機関において所蔵されている漢字・チューノム資料もあ
る。それらの所蔵機関としては、第1国家公文書館、国家図書館、ハノイ国家大学図書館、歴史
学研究所図書室、文学研究所図書室などがある。
　上で述べたように、設立直後から、漢字・チューノム研究所は、漢字・チューノム遺産の収
集・保管・複製・編集翻訳・研究開発・出版と漢字・チューノム研究者の養成、漢字・チューノ
ム研究に関するサービス活動の組織、外国との学術交流・協力の機能と任務を託されている。
（1）研究・開発と養成に関しての機能と任務
a. 　漢字・チューノムの原本を保存し鑑定し、閲覧者や図書館などの使用に供したりする
ために原本を複製する。
b. 　編集・翻訳（注釈を含む）を行い、漢字・チューノム資料を公刊し、既に公刊されてい
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る漢字・チューノムの翻訳を校閲する。
c. 　文献学的な研究と漢字・チューノム資料を編集・翻訳し研究するのに必要な工具本の
編纂をする。
d. 　漢字・チューノム研究者を養成する。
（2）漢字・チューノム資料の収集と保管に関しての機能と任務
a. 　現在、研究所が管理している漢字・チューノム資料を良好に保管する。
b. 　現在、他の図書館や資料館に所蔵されていたり、地方に散在している漢字・チューノ
ム資料すべてを研究所の書庫に収集する。
3.漢字・チューノム研究所のこれまでの成果
　漢字・チューノム研究所は、建設と発展の34年を経て、上で述べたような方向に沿って自ら
の活動を展開し、以下のような多くの成果を収めることができた。
（1）研究・開発に関して
　研究所は、多くの漢字・チューノム作品の翻訳、理論的研究、工具本などを読者や社会に紹
介してきた。漢字・チューノム研究所の元所長であったチャン・ギア（Trần Nghĩa）助教授の最近
の統計調査によれば、20世紀に公刊された漢字・チューノム関係の翻訳や研究書は1347点あり、
そのうち漢字・チューノム研究所で刊行されたものは、かなりの割合を占めている（付録1）。そ
のほかに研究所の所員の努力や働きかけによって公刊された他の漢字・チューノム作品も多くあ
る（付録2）。
（2）収集に関して
　漢字・チューノム遺産の重要さを認識して、ベトナム政府は、各図書館や文書館に現在ある漢
字・チューノム資料や全国の各地方に散在している漢字・チューノム資料のすべてを収集する任
務を漢字・チューノム研究所に正式に委託した。この任務を実現するため、漢字・チューノム研
究所は何度も地方に所員を派遣し、漢字・チューノム書籍の購入や写本を行なったり、対句の屏
風を書き写したり、全国の文化歴史遺産における碑・鐘・磬・額などの拓本をとったりした。
　1992年から正式に、民間にまだ散在している漢字・チューノム資料の収集を展開するために、
研究所は毎年かなりの経費を支給されている。1994年から現在まで、漢字・チューノム資料の
収集と保管としては、投資計画省と国家人文社会科学センターの指導の下で、「漢字・チューノ
ム資料調査・収集・保管プロジェクト」が進められている。研究所は全国の多くの地方で漢字・
チューノム資料の調査を行ない、約4000点の書籍（漢字・チューノム、タイー・ヌンのチューノムとターイ
文字を含む）と2万7000点以上の刻文（碑・鐘・磬・額など）と3万点の対句、4万点の屏風、多くの勅
封などを研究所の書庫に補充した。
漢字・チューノム研究所とベトナムの漢字・チューノム遺産の収集・保管・研究・開発・普及（チュ ・ートゥエット・ラン）
129
（3）保管について
　現在ある漢字・チューノム遺産を良好に保管するため、研究所は国内外の資金を積極的に活用
して、空調システム、自動火災通報システムなどの近代的な多くの設備を研究所の書庫に装備し
た。保管は伝統的な方法と近代的な方法の2つの方法によって実施されている。
　a）伝統的方法による保管：価値を有し開発需要の多い漢字・チューノム書籍を複製し、原資
料を直接に使用するのを制限する；管理票を作成し、漢字・チューノム文献の状態を監視する。
暑く湿気の多い気候環境の苛酷な条件によって、また閲覧者が頻繁に使用することによって破損
した漢字・チューノム資料の修繕作業が絶えず進められている。研究所はあらゆる条件を利用し
て、アメリカや日本の専門家が教授する保管作業に関する研修を組織したり、所員を派遣したり
している。今までに貴重資料はアメリカと日本の技術による保管箱・保管袋に保管されている。
　b）近代的方法による保管：研究所は、稀少で、内容的に価値があり開発需要の多い漢字・
チューノム資料に対して、デジタル化とマイクロフィルム化の2つの方法を並行して進めている。
研究所は、上で述べた稀少な漢字・チューノム資料のデジタル化計画をたて、コンピューター上
で漢字・チューノムのデータ保存を実現し始めている。それは、漢字・チューノム遺産の研究開
発において安全性・効果・正確性・保管や検索の容易さ・利便性に関して、その優れた点を最大
限発揮させようとするものである。
　現実が証明するところでは、マイクロフィルム化が現在の最善の保管方法であり、研究所も漢
字・チューノム遺産の全部をマイクロフィルム化する予定でいる。しかしながらこの作業は多く
の困難に直面している。具体的には、設備や薬品に関してで、とりわけ求められている技術的水
準に対応してフィルムを保管できるような低温度室を設置することである（これらには多額の費用が必
要とされる）。
（4）養成に関して
　漢字・チューノム研究所は、漢字・チューノム資料の収集・保管・研究・開発の機能・任務の
ほかに、1994年から現在まで、漢字・チューノム部門の大学院レベル養成任務を国家から委託
されている。研究所は漢字・チューノム部門の多くの文学博士や修士を成功裏に養成してきた。
この仕事も多くの優れた結果を収めた。13人の博士と15人の修士が研究所で養成された。最近、
研究所はアメリカのチューノム遺産保存会と共催で研究所の若い所員と関心を有す研究者に対
し、ベトナムのチューノムと少数民族チューノムの研修会を開催した。先輩世代が残した膨大な
漢字・チューノム遺産を紐解くための能力を十分に有す優秀な専門家を養成するためである。国
の現代化・工業化に漢字・チューノム遺産が本当に貢献できるように、漢字・チューノム研究所
は何をどのようにしなければならないのかという問いに答えていかなければならない。
　現在、研究所は国内と外国（ロシア、フランス、日本、中国、アメリカ、シンガポール、韓国、台湾）の幾つ
かの研究所や大学と学術と研究者養成に関する協力関係を結んでいる。具体的には、3人の博士
が外国で養成されている。1人はフランスで、2人は旧ソ連である。図書・情報科学分野の修士
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が1人アメリカで養成されている。
　注意すべきことは、近年、漢字・チューノム研究所は学術研究の編纂・出版において、特に漢
字・チューノム研究界に役立つ工具本の編纂・出版において、国外の多くの研究組織や研究者と
共同作業していることである。数多くの工具本が次々と誕生しているが、以下では代表的なもの
だけを挙げる。
○フランス国立極東学院との協力によるもの
　・Di sản Hán Nôm Việt Nam – Thư mục đề yếu （1993）3tập
　・Việt Nam Hán văn tiểu thuyết tùng san（1992）nhiều tập
○トヨタ財団の援助によるもの
　・Văn khắc Hán Nôm（1993）
　・Tổng tập tiểu thuyết chữ Hán Việt Nam（1998）
○ACCTの援助によるもの
　・Truyền kỳ mạn lục（1994）
　・Bia Văn Miếu Hà Nội（1997）
○極東学院（フランス）、中正大学（台湾）との協力の成果
　・Tổng tập văn khắc Việt Nam, tập I（1998）、tập II（2 quyển thượng và hạ -2000）
○文哲研究所（中国）との協力によるもの
　・Việt Nam Hán Nôm văn hiện – Mục lục đề yếu（2002）
　最近では、漢字・チューノム研究所はハノイのフランス国立極東学院とフランス高等研究院第
四部歴史学・文献学委員会所属「インドシナ半島」研究グループと協力して、「大越王国に属す
国境地方」研究プログラムの枠組みの中で『同慶地與志（Đồng Khánh địa dư chí）』を2003年の第1
四半期に出版した。これらの仕事は、研究所が学術協力関係や漢字・チューノム資料の情報の国
際化において正しい方向に進んでおり、国際的な漢字・チューノム研究学界に参入しはじめたこ
とを示している。
（5）漢字・チューノム資料の情報化について
　漢字・チューノム研究所が過去においてなした賞賛すべき成果の一つは、漢字・チューノム
資料の保管・開発・処理・普及に情報技術を大胆に積極的に応用したことである。まず、国際
的意義を有す仕事について触れなければならない。漢字・チューノム研究所は1993年から世界
の表意文字に関する国際標準記号表の作成に積極的に参加してきた。国内の専門家と外国（主要
には日本とアメリカ）のベトナム専門家の緊密な協力をえて、現在までに漢字・チューノム研究所は
IRGグループの22回の会合に参加し、地域と世界の表意文字の宝庫に組み入れられたベトナム
のチューノムの総数は2003年末で1万7000字にのぼっている（そのうち50％以上は、漢字と形が重なら
ない純粋のチューノム）。
　漢字・チューノム資料のデジタル化を始め、漢字・チューノム本を閲覧するプログラムを構築
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し、閲覧者が原本に直接接触することを制限した。漢字・チューノムの図書資料の情報化は手作
業から自動化に転換した。コンピューター上で読者に便宜を供与するために、書目と全文のデー
タを構築し始めた。
　漢字・チューノム研究所の図書室は月曜日から金曜日まで開館しており、国内の利用者ばかり
でなく外国の利用者にもサービスを提供している。外国の利用者のうち多くは日本の研究者であ
る。
4. 今後の漢字・チューノム研究所の主要な方向性
・博物館的方法によって現存の原本を良好に保管するシステムを構築する。
・国内ばかりでなく国外における漢字・チューノム資料の調査・収集を引き続き行なう。
・漢字・チューノム遺産の保管・資料情報化・研究開発に情報技術を効果的に応用する。
・漢字・チューノム資料の研究開発を行う。この分野の理論問題の研究、専門的な叢書の
紹介、工具書の編纂、作家や作品の紹介など。漢字・チューノムの知識を社会に普及す
る需要に応え、民族的特色のある先進的ベトナム文化建設に奉仕する。
・漢字・チューノム研究者を養成し、学位取得者の養成と専門家の養成をしっかりと結合
させる。
・地域と世界の国々との対外関係を拡大する。紀要の『漢字・チューノム雑誌（Tạp chí Hán 
Nôm）』を1年に6号発行し、漢字・チューノム遺産の収集・保管・理論研究・開発に関
する学術情報を読者に提供する。
結論
　以上が漢字・チューノム研究所の機能と任務、そして漢字・チューノム遺産の所蔵状況や活動
面についての主な情報である。これらの情報が、日本の研究者の方々が私どもの研究所をより理
解するのに役立つことを願っている。研究所の機能と任務に基づいた今回の私どもの日本出張は、
日本に現存する漢字・チューノム資料の調査に着手することと、将来における学術協力・交流と
研究プログラムを構築しようとする目的をもっている。
（翻訳：今井昭夫）
〈付録１〉漢字・チューノム研究所が過去に出版した価値ある漢字・チューノム作品
（タイトルを現代ベトナム語表記と英語訳で示す。括弧内は出版年：訳者注）
・ Ngọc Kiều Lê ; Trúc Lâm tông chỉ nguyên thanh ：The original spirit of the doctrine of the 
Bamboo Grove of Zen School（1977）
・ Thư t
4
ich cổ nhiệm vụ mới ：Ancient Works and New Task（1978）
・Văn bia Hà Nội：The Stele Inscriptions of Hanoi（1979）
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・Thơ văn Phan Huy Ích：Prose and Verse of Phan Huy Ich（3 volumes）（1979）
・ Dịch từ Hán sang Việt một khoa học một nghệ thuật ：Translating from Classical into 
Vietnamese, a Science and an Art（1980）
・ Một số vấn đề văn bản Hán Nôm：Some Issues Concerning the Study of Han-Nom Texts
（1980）
・Thơ văn Nguyễn Trãi：Prose and Verse of Nguyen Trai（1980）
・Tên làng xã Việt Nam：The Names of Villages and Communes in Vietnam（1981）
・ Đại Việt sử kỳ tục biên：The Addendum Volumes to the Complete History of Great Viet
（1982）
・Thơ văn Đoàn Nguyễn Tuấn：Prose and Verse of Doan Nguyen Tuan（1982）
・Thơ văn Ninh Tốn：Prose and Verse of Ninh Ton（1984）
・Thơ văn Lê Thánh Tông：Prose and Verse of Le Thanh Tong（1986）
・Lê quỳ dật sử：The Remaining History of the End of the Le Dynasty（1987）
・Hoan Châu ký：A Record of Hoan Province（1989）
・Di tích lịch sử văn hoá Việt Nam：The Historical and Cultural Vestiges of Vietnam（1991）
・ Trùng san Lam Sơn thực lục：The Revised Edition of the Veritable Record of Mountain Lam
（1992）
・Việt Nam Hán văn tiểu thuyết tùng san：A Collection of Sino-Vietnamese Fiction（1992）
・Thơ văn Nguyễn Cao：Prose and Verse of Nguyen Cao（1992）
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